
いちごドリルプリント

奈良時代 名前

問1 九州北部に「防人」が配置されるようになった歴史的な背景として、最も適切なものはどれですか。当時の東アジア情勢をふまえて説明したも
のを選びなさい。 （2015年 岡山県公立入試 類似）

1. 班田収授法に反対する九州の豪族
たちが、大規模な反乱を起こす予兆
があったため

2. 東北地方の蝦夷（えみし）を制圧
するための拠点として、大宰府の機
能を強化したため

3. 遣隋使の派遣を継続するために、
朝鮮半島南部への軍事的な影響力を
維持するため

4. 白村江の戦いで唐・新羅の連合軍
に敗北し、日本への侵攻を警戒した
ため

問2 723年に制定された「三世一身の法」において、新しく土地を開墾した人々に認められた権利と、その後に生じた課題の説明として最も適切なも
のはどれですか。 （2025年 埼玉県公立入試 類似）

1. 開墾した土地の収穫物をすべて自
分のものにすることを認めたが、土
地そのものの所有権は認められなか
ったため、管理が不十分になった。

2. 開墾した土地の私有を認める代わ
りに、その土地で収穫された稲のす
べてを税として納めさせたため、開
墾を途中で放棄する者が相次いだ。

3. 開墾した土地の私有を三代（また
は本人一代）という一定の期間に限
って認めたが、期限が来ると国に返
還しなければならず、開墾意欲が低
下する原因となった。

4. 開墾した土地を期限なく永久に私
有することを認めたが、有力な貴族
や寺院が広大な土地を独占したため
、農民の生活が苦しくなった。

問3 飛鳥時代から奈良時代にかけて確立された律令制度のもと、中央政府から各諸国に派遣された地方官を何と呼びますか。なお、この役職は都の
官吏が任命され、地方の有力豪族が任命される「郡司」を指揮する立場にありました。 （2021年 静岡県公立入試 類似）

1. 郡司 2. 執権 3. 防人 4. 国司

問4 律令制のもとで、正丁（成人男子）に課された税のうち、都へ赴いて年間10日間働く「歳役」という労役の代わりに、布を納めることとされた
ものを何といいますか。 （2016年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 調 2. 雑徭 3. 庸 4. 租

問5 奈良時代、律令に基づいて人々に課された租税のうち、絹、布、糸、あるいは各地の海産物などの特産物を都まで運んで納める義務を何と呼び
ますか。 （2024年 岡山県公立入試 類似）

1. 庸 2. 雑徭 3. 調 4. 租

問6 律令制度のもとで、戸籍に基づいて6歳以上の男女に「口分田」という土地を与え、その人が亡くなると国に返還させる仕組みを何といいますか
。 （2026年 栃木県公立入試 類似）

1. 三世一身の法 2. 墾田永年私財法 3. 班田収授法 4. 公地公民の制

問7 奈良時代の平城京における経済活動について、都の構造と貨幣の流通に関する説明として正しいものはどれか。 （2023年 熊本県公立入試 類似）

1. 平城京では物資が不足していたた
め市場の設置は禁止され、和同開珎
は地方から都へ税を運ぶ際の通行手
形として使われた。

2. 平城京の各町には小規模な市場が
自由に設置され、国家から無償で配
られた和同開珎を生活用品の購入に
充てた。

3. 平城京には大規模な市場が一つだ
け置かれ、そこでは貨幣の使用が禁
止されていたため、和同開珎は貯蔵
用の宝物として扱われた。

4. 平城京内には東市・西市という官
営の市場が設けられ、そこでの取引
を円滑にするために和同開珎などの
貨幣が使用された。

問8 奈良時代の律令国家が、平城京に「市」を設置し「和同開珎」を鋳造した目的やその背景について述べた文として、最も適切なものはどれか。
（2023年 熊本県公立入試 類似）

1. 全国の農民に貨幣を均等に配布す
ることで、平城京以外の地方都市に
おいても物資の売買を禁止し、自給
自足の生活を徹底させるためであっ
た。

2. 当時深刻だった銅不足を解消する
ために、平城京の市に集まる商人か
ら強制的に銅を回収する手段として
和同開珎を発行した。

3. 唐の制度にならって国家としての
体制を整えるとともに、貨幣を流通
させることで都の建設に必要な労働
力や物資を円滑に確保しようとした
。

4. 和同開珎を平城京の市でのみ使え
る「記念品」として発行することで
、地方から平城京への人口流入を防
ぐことを最大の目的としていた。

問9 奈良時代、唐から5度の渡航失敗という苦難を乗り越えて来日し、日本の僧侶に正しいルールである戒律を伝えた人物は誰か。 （2015年 鳥取県公立入試

類似）

1. 聖徳太子 2. 鑑真 3. 小野妹子 4. 菅原道真

問10 8世紀頃の讃岐国（現在の香川県）において、地方政治の拠点であった「讃岐国府」のような役所を中心に行われた統治体制の説明として、適切
なものはどれですか。 （2021年 香川県公立入試 類似）

1. 各地の有力な豪族が藩主となり、
中央政府の干渉を受けることなく独
自の法律や税制を用いて領地を統治
した。

2. 中央から派遣された郡司が、現地
の有力者である国司を指導すること
で、都の文化や制度を全国に広めた
。

3. 中央から派遣された官吏が、地域
の有力豪族を実務担当者に任命し、
戸籍の作成や租税の徴収を管理した
。

4. 武士の棟梁が地方ごとに地頭を派
遣し、現地の豪族であった郡司に代
わって土地の管理や警察権を行使し
た。

問11 律令体制下の大宰府に関連して、大陸からの侵攻に備える「防衛」の役割を具体的に示す仕組みや施設として、正しい組み合わせを選びなさい
。 （2018年 大分県公立入試 類似）

1. 五か条の御誓文に基づき、長崎の
出島を閉鎖して軍備を増強した

2. 博多湾の沿岸に石築地（防塁）を
築き、火子（ひこ）を配置した

3. 九州各地に守護や地頭を配置し、
有力な武士に軍事権を与えた

4. 水城や大野城などの城を築き、東
国から徴用された防人を配置した

問12 平城宮跡から出土した木札に、「肥前国神埼郡（現在の佐賀県付近）から、都へ納める綿（わた）である」という内容が記されていた場合、こ
の「綿」のように地方の特産物を都へ納める税制度を何と呼びますか。 （2015年 佐賀県公立入試 類似）

1. 庸 2. 調 3. 租 4. 防人

問13 聖武天皇が東大寺の建立や大仏の造立を命じた奈良時代の中頃、深刻な土地不足を解消するために743年に出された法律があります。新しく開墾
した土地を永久に自分のものにすることを認めた、この法律の名称を答えなさい。 （2018年 和歌山県公立入試 類似）

1. 公事方御定書 2. 班田収授法 3. 墾田永年私財法 4. 三世一身の法


